
                                                    7/27, 2011 

防衛大の堡塁跡発掘調査と横須賀米軍基地のドライドッグの視察 議事録 

 

１．日時，場所；平成 23年 7月 27日，防衛大学内 堡塁跡発掘現場，横須賀米軍基地  

２．参加者；正垣委員長・大里幹事・金田幹事・太田委員・末岡委員・菊地委員・中山委

員・坂梨委員・渡邊委員・内田委員・土倉委員・原委員・田頭委員の総計 13

名 

３．防衛大学堡塁跡発掘現場視察 10:00~12:00 

  配布資料： 

１．公益財団法人かながわ考古学財団 小原第 3遺跡（横須賀市 NO.466遺跡）・小原

台堡塁跡（横須賀市 NO.477遺跡） 

    ２．東京湾要塞小原台堡塁 

  かながわ考古財団齊藤様に遺跡の説明をしていただき、見学を行った。 

 

 

写真１ 遺跡の様子 

 

４．横須賀米軍基地ドライドッグ視察 13:00~16:15 

５．  配布資料： 

１．打合せメモ 

２．横須賀軍港施設群（ＰＰＴ） 

３．Discussion on the repair of dry-dock among US Navy, Yokosuka City and the Japanese 

Geotechnical Society(JGS) 

４．Two examples of cultural heritages relating to military activity 

５．Three papers on the documentation (damage assessment) and scientific research 

米軍 環境課の荒木様、織田様の案内により米軍ドライドッグについて視察を行った。 



 

写真 2 1号ドッグの様子 

 

 

６．米軍基地内環境課にて打合せ 

視察団と米海軍横須賀基地 施設管理部 環境課 荒木様、織田様でドライドッグの

現状や今後の保全についての意見交換を行った。 

以上 


